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研究テーマ  理科における問題解決の力を育てる学習指導の在り方 

 

１ 研究テーマについて 

茨城県の令和４年度学校教育指導方針に示されている本県の小学校理科の重点は、令和３年度に引き

続き「問題解決の力の育成」である。「問題解決の力」とは、３年「差異点や共通点を基に、問題を見い

だす力」（比較）、４年「既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する力」（関係付け

る）、５年「予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力」（条件を制御する）、６年「より妥当な考えを

つくりだす力」（多面的に考える）の４つである。これらの力を育成するため茨城県の努力事項として「主

体的な問題解決の活動の充実」「観察、実験の充実」「指導と評価の一体化」（令和４年に追加）が挙げら

れている。これらの具現化のための取り組みとして「児童が問題意識を醸成し、主体的に追求していく活

動の場の工夫」が示されている。特に初めて理科という教科と出会う３年生において「問題を見いだす

力」を育むことが重要であると述べられている。以上のようなことから、素朴概念を覆すような体験や事

象を提示し、知的好奇心を高め疑問をもたせること、さらにそれを問いへと発展させる問題解決の過程

が大切だと考えた。 

牛久市の教育目標「知性にとみ 心身ともに健康で 人間性豊かな児童生徒を育てる 『一人残らず質

の高い学びを保障する学校づくり』～「安心」と「夢中」の学校～」を受けて設定された本校の令和４年

度の学校組織目標は、「共に学び互いを認め合い支え合う『共育』の実現」である。牛久市では、１０年

以上「協働的な学習」について全職員で研修を続けている。「つなぐ」をキーワードに、児童と教材との

出会いを大切にし、教材と児童、児童と児童を「つなぐ」ことを重視した授業を実践してきた経緯がある。 

以上のことを踏まえ理科専科として、学年を縦断的に指導しながら研究を進めることができる立場と

考えた。 

 

２ 問題解決の力を育てるための手立て 

① １人１実験を実践することで主体的に学習に取り組む児童

を育てる。 

② ICTを活用し伝え合う力を高める。 

③ 体験や対話から問題を見出し、問題解決に向けた意欲や能力

を育てる。 

 まず、疑問をもつためには多くの自然事象と関わらなくては、

差異点や共通   点・疑問点を見出すことは難しい。多くの自

然事象と関わるためには、子どもにとって自然事象との関わりが

楽しいものだという先行体験が必要と考える。ここでの楽しい体

験とは、具体的には自らの力で問題解決する楽しさであると考え

た。また、解決したことや発見したことを他者に伝え、認めても

らう体験が自己肯定感を高め、次への問題解決へと向かう力とな

る。 

    つまり、問題解決の力・伝える力・楽しみながら自然とかか

わる力は、相互に同期しながら高まっていくものと考え、本研究ではまず基本となる問題解決の力を高

めたいと考えた。 
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３ 実践 

 ① １人１実験及びペア実験の重視 

実践例：６年生 体のつくりとはたらき 

    小学校学習指導要領解説編では「ここで

の指導に当たっては、観察、実験が行いにく

い活動については、児童の理解の充実を図るた

めに、映像や模型、図書などの資料を活用する

ことが考えられる」と記してある。そこで、簡

単に手に入る材料で模型等を自作したり代用

品での実験を行ったりした。 

    ア ペットボトルと風船を使った肺モデル 

    イ フィルムケースとエアポンプ用ホース 

  を使った簡易聴診器 

    ウ 灯油ポンプを使った心臓モデル（２種） 

    エ 胃腸薬（タカジア錠）を使った消化酵素 

の働きの実験 

オ 牛の白モツを使った小腸の柔毛の観察 

カ 柔毛の役割 

 ② ICTの活用 

Formsを使った小テスト（各学年６種類２０問程

度）を作成し、冬休みの宿題として Teamsを使って

児童に URLを配付した。繰り返し実施することで、

用語や器具の基本操作の定着に役立ち、冬休み明け

の県学力診断のためのテスト（茨城県で一斉に実

施）では、知識・技能を問う問題で全学年とも県平

均を上回る結果となった。 

予備実験の様子を動画に撮り編集し、YouTubeに

アップした。限定公開にして、動画の URLを Teams

で児童に送信し視聴させたり、授業で実験方法の説

明に利用したりした。実験について説明時間が短縮

できるだけでなく、学校で撮影したことで、使う器

具も同じであり、児童もスムーズに実験を行うこと

ができていた。 

学習支援システム SKYMENUや PowerPoint、 

Wordを使って調べ学習のまとめも行った。SKYMENU  

では児童がお互いのワークシートの書き込みを見る 

ことができるため、意見の交流に役立った。調べ 

学習では、自分で調べたことを友達に伝える時間を 

設定したことで、分かりやすく話したり表記したりするよう工夫するようになっ 

た。 

また、３～６年生でプログラミング学習を実施した。Micro：bitを使い、３年生では名前の表示と

じゃんけんゲームの作成を、４年生ではセンサーの活用、５年生ではスピーカー機能の活用スキルを
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身に付けた。各学年とも冬休み前や夏休み前の進度調整の時期を使い２～６時間扱いで実施した。６

年生では電気を効率的に活用するためのプログラミングを作成した。発展的内容として自動で停止し

たりライトをつけたりするロボットカーのプログラミングを作成させた他、Scratchや MESHなどを使

用した。 

   ③ 体験・対話の重視 

   ものづくり 

３年生 ゴムや風の力 音のふしぎ 電気の通り道  

   ５年生 もののとけ方 ふりこの動き 

   ６年生 てこのはたらき 

     

 

 

 

 

 

  友達の存在がすぐ近くに感じる環境や場の設定・工夫 

 

４ 研究の成果 

研究成果の分析の材料として、アンケート、ノートの振り返り、児童の様子や変容、ペーパーテストを

活用した。 

アンケート結果からみると変化が著しいのは、「自分の意見を話す・発表する」児童の増加である。４か

月間で 10％上昇した。 

  １人１実験やペア実験の成果として、主体的に学習に取り組む児童の育成を期待したが、アンケートで

は、理科が好き(95％)、実験が好き（97％）、予想をもとに計画する（87％）、学んだことを役立てようと

思う（87％）と高い結果となった。行動分析では、６年の水溶液の単元で２クラスの授業をビデオに撮影

した後分析した結果、手順を理解し協力して取り組んでいた児童は 100％であった。 

３年 

５年 

６年 

学習内容を基に、試行錯誤を繰り返しなが

らものづくりに取り組んだ。３年生では、完

成した信号機野明かりがつかない児童が、

友達から一つの輪（回路）になっているかど

うかについてのアドバイスをもらっている

姿が見られた。 



ICTの活用によって期待した伝え合う力の育成は、１１月のアンケートでは、自    

分の考えを話す・発表する（77％）、自分の考えをノートに書く（91％）と共に高い

値となった。プレゼンテーションは、学年末を迎えるころには、発表者と聴く側の

相互の発言が見られるようになった。 

体験や対話の重視によって期待した問題解決への意欲や能力については、アンケ

ートでは、自然事象に対して問いをもつ（83％）分かったことを考える（91％）と

もに高い値を示した。さらに、ノートの振り返りは、年度末には自分の考えの変容

や友達の意見から学んだことに触れる児童が補助簿の記録では 20％増加した。単元

末テストの正答率は２月末の時点で、３年 85％、４年 85％、５年 79％、６年 84％

と高い数字となった。 

以上のことから、本研究の成果として、児童は人や物と関わり合う中でで「伝

え合う力」を高め、問題解決への意欲やスキルを身に付けることができたと分析で

きる。 

５ 今後の課題 

  茨城県で実施している県学力診断のためのテストを分析した結果、本校の児童は、各学年とも知識や思

考力を問う問題はよくできていることがわかった。「協働的な学習」の学習形態により、知識や思考力など

の力が身に付いたと考えられる。表現力を問う問題は概ねできていたが、知識のポイントに比べるとやや

低めであった。不正解となった解答の多くが説明の言葉が足りず、文章として不十分なものであった。今

後は、獲得した知識を使い、説明するという言語活動の時間を確保し、表現する力を高めていく必要があ

る。そのためにもさらに対話型の学習の場を意図的に設定するとともに、文章に表し、互いに聴き合う機

会を設ける必要があると感じた。 

単元のまとめテストを実施すると、教師側が予期していなかった誤答をする児童がみられた。早い段階

で児童の誤った思い込みに気付いて修正することや、その原因を知ることで児童の学習の深化を図りたい。

そのためにも単元末だけでなく、短いサイクルで児童の理解の実態を知る小テストやアンケートを実施し

ていきたい。さらに集計や分析を適時行い、児童の実態把握だけでなく、自分の指導の振り返りにもつな

げていきたい。 

    

５年 人の誕生発表の様子 


